
２重円盤期プレオネのLIPS観測 
平田龍幸・秋田谷洋・他LIPSグループ 

１．はじめに 
  a) プレオネ(28 Tau)はプレアデス星団に属する、高速回転しているＢ型輝線星 
  ｂ）周期35年の分光・測光・偏光のドラマチックな長期変動がある。 
  ｃ）Katahira & Hirata (1990: PASJ 48, 317)はshell lineの視線速度変化から周期218d 
    のsingle-line spectroscopic  binaryであることを発見。Nemravova et al.(2010: A&A 
          516, A80)がＨα輝線から確認。 
  d) Hirata(2007: ASP Conf. 361, 267)は堂平・岡山の長期偏光観測＋他の文献データ 
    の解析から、分光連星による円盤の歳差運動を提唱。併せて、軌道面傾斜角= 
    83.6deg、プレオネの自転軸傾斜角=62.1degを得た。（自転の向きは月掩蔽観測 
    観 測よりわかっている）。 
  e) Tanaka et al.(2007, PASJ 59, L35)は2005年末に新円盤が生成され、旧円盤も散逸 
    せず2重円盤となっていること、2007年4月までの進展を報告。速報は 
    Katahira et al. (2007: Be Star Newsletter, 38, 19) その後の分 光追跡観測から、 
    2007年末までは2重円盤の存在がわかっている。Nemravova  et al.  (2010)でも 
         2重円盤を確認。 
   f) ここでは、2重円盤期と旧円盤消失期に実施された、LIPSおよびHBSによる偏光 
   観測結果 を報告する。  
 



２．２００３年までの偏光モニター観測 
１９８８－２００３：堂平・岡山（ＭＣＰ＋ＨＢＳ）             

qu図上での変動（V band) 

（伴星による）一様歳差運動を仮定 

して得られた円盤回転軸の天空上の
移動 

（Hirata 2007) 
 



＝＞円盤歳差運動の導入により、ミステリアス 
な分光変動が解釈できた！ 



３．ＬＩＰＳ観測前後の分光振る舞い 

                         2004     2005    2006     2007  2008 

                        |           |            |          ||            ||            | 

旧円盤                                               LIPS          HBS 

Metals   ------------------------------------     (ダブルピーク輝線：２本マスト） 

Hα    ---------------------------------------------- （ダブルﾋﾟｰｸ輝線） 

 

新円盤                                     （CQE+ダブルピーク輝線：３本マスト） 

Metals                                      -CQE-------------shell---------------------------------------  

Hα                        -----------------------------------------------------------  

                     （ダブルピーク輝線＝＞＋shell abs.) 

                                                  ＝＞5本マスト(２重円盤) 

＊CQE(=Central Quasi-Emission)とは円盤外径が小さいとき、回転速度場の視線 

  速度ゼロ付近では等視線速度曲線が光球を覆いきれず、疑似輝線となる。 

 ダブル輝線がある場合は3本の輝線のように見える。これに旧円盤のダブル輝 

 線とあわせると、5本の   ピークとなる。 



偏光とＨＤＳ分光デ－タを組み合
わせた２重円盤の構造 

（作画：西はりま坂元氏） 

2006-2007年頃の2重円盤の
幾何学 

歳差運動から求められた円盤傾斜角は 
 
旧円盤： i～30deg 
新円盤： i～60deg(=プレオネ赤道面） 
 
右図で 
（小さい）新円盤は時計まわりの回転、 
（大きい）旧円盤は反時計まわりの回転 



4. LIPS観測 





Hα付近の連続光偏光(LIPS) 

既に新円盤dominant 
=>2重円盤終了期（ＨＢＳ： 
岡山2007.12.01）には更に
左上に移動し、前のshell 
期に近づく。 
＊図の1968-69の位置は 
前のshell 期直前のBe期で 
歳差運動を支持。 
 
 

LIPS 

ＨＢＳ 
２００７．１２．０１ 



Why? 
 Brown & McLean( 1977, A&A 57, 141) 

右のannular cylinder of uniform density採用 
（円盤中点でのopening angle=30deg仮定） 

新円盤：R1=1, R2=3, H=1 =>γ=0.170; i=60deg=> P~0.37τ_new 
旧円盤：Ｒ1=3, R2=5, H=2=>γ=0.140: i=30deg=> P~0.145τ_old 

τ_new >> τ_old と考えられるので、P_new >> P_old 



Hα 



Ｈα内はlow pol. : PAは大きく変動 



γ Cas （i=45deg)の例: single disk 
Poeckert & Marlborough (1977, ApJ 218, 220) 

観測 モデル 



Ｈα考察 

• 輝線部分で偏光度が小さくなるのは、第0近似と
して輝線は無偏光と考えればよい（消偏光）。 

• しかし、円盤中で生まれたＨα光子は円盤形態

から方向により電子散乱の度合いが異なるので
無偏光ではない。 

• 従って、旧円盤で生成されたＨα光子は旧円盤
のＰＡを反映するので、この領域のＰＡ～160deg
はこれに対応する可能性がある。 

• 詳細な誤差解析をしてrealityを確認する必要。 


